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シンクタンク部門 副部門長
（兼）政策・経済センター長
武田 洋子

全国知事会

第３回 ポストコロナ時代を見据えた経済活動に関する研究会
～ポストコロナの人財戦略～
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デジタライゼーション

デジタル・トランス
フォーメーション

経済安全保障上の
レジリエンス強化
輸出規制・制裁
人権をめぐる対立

ステークホルダー
資本主義
巨大IT企業などへの
国際法人課税

カーボンニュートラル
ESG投資の拡大
企業による社会への
価値貢献

出所：三菱総合研究所

米中対立の
先鋭化

DX加速

資本主義
の修正

サステナビリティ
重視

コロナ危機

新型コロナウイルス感染拡大で強まった４つの潮流
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デジタル・トランスフォーメーション（DX）が人材ミスマッチを拡大
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出所：三菱総合研究所推計
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需給バランス

デジタル技術導入に伴う人材需給バランスの変化（2015年対比、職業分類別）

遅れて顕在化する
AIとロボット技術の融合

特化型AIによる
ルーティン業務の自動化

生産職110万人過剰

事務職120万人過剰

ミスマッチ拡大

技術革新をリードしビジネスに
適用する人材が不足

専門職170万人不足

専門技術

生産・輸送・建設

事務

販売・サービス

管理

過剰

不足

（万人）
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コロナ危機後のDX加速が人材需給変化を前倒し

注：破線はコロナ危機前に想定していた人材需給バランス。実線は、コロナ前に想定した技術シナリオのうち、コロナ危機を受けて一部が前倒し実現されるインパクトを反映したもの。
出所：三菱総合研究所推計

デジタル技術導入に伴う人材需給バランスの変化（コロナ影響反映後）
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コロナによる
DX前倒し過剰

不足
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アバターによる接客

配膳ロボットによる自動配膳

ペーパーレス化による業務改善
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人材ポートフォリオのシフトが必要
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ノンルーティン 会社役員

医師
システムコンサルタント

システム営業職

教員

営業職
従事者

技術職・研究職

金融・保険専門職

販売店員 総合事務員

一般事務員

会計事務員
営業事務員

看護師

警察官

自衛官消防員
臨床検査技師

農耕従事者

自動車運転従事者
配達員

介護職員

食料品製造
建設・土木

調理人

注：図中の就業者数は、総務省
「国勢調査」ベースの就業者。
出所：三菱総合研究所

日本の人材ポートフォリオ（2015年）
管理職
専門職
事務職
販売・サービス職
生産・運輸・建設職

100万人
200万人
300万人

就業者数

900万人
（16%）

350万人
（6%）

1,880万人
（34%）

2,450万人
（44%）
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44％ 39％
30％ 34％ 28％ 24％

ノンルーティン人材不足

出所：三菱総合研究所

日米英の人材ポートフォリオ（2015年）
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日本の人材ポートフォリオ（2015年）
小刻みで継続的なリスキリングが鍵

出所：三菱総合研究所
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ノンルーティンノンルーティン領域への一
足飛びのシフトは
現実的でない

小刻みで継続的な
リスキリングが職の
ミスマッチ解消を促す
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ワンノッチ・キャリアシフトがミスマッチを解消

注：職業別特性データに基づいて定量化した「ノンルーティン度」を5分位に分割、1分位相当のシフトを「ワンノッチ・キャリアシフト」と定義。直近3年の
実績比4倍のシフト（年間570万人相当）が生じたと仮定して、2020～30年にかけての職のミスマッチ解消状況を試算。

出所：三菱総合研究所

人材移動シミュレーションによる職のミスマッチ解消状況
（2030年時点）
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求められる構造変化への対応
日本企業内の雇用の過剰不足状況

（三菱総研推計）

注：実際の雇用者数と生産に見合った最適な雇用者数の差。平成21年度年次経済財政報告における付注1-8 を参考に推計。直近は2021年4-6月期。
出所：厚生労働省「毎月勤労統計調査」、経済産業省「鉱工業指数」、内閣府「国民経済計算」、総務省「労働力調査」より三菱総合研究所作成
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ポストコロナを見据えた議論を

出所：三菱総合研究所

感染拡大期 ウィズコロナ期 アフターコロナ期

デジタル化加速・
産業構造の転換

雇用維持

雇用滞留

人材シフト
活性化

生産性の低下
人材の余剰・・・

生産性の向上
自律的なキャリア形成経済崩壊の回避

デジタル化実現せず
新市場創出の遅れ

需要蒸発 新たに生まれる需要と
戻らない需要

ポ ス ト コ ロ ナ
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人材のミスマッチ解消・活性化に必要な「FLAPサイクル」

出所：三菱総合研究所
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スキル取得へのインセンティブと活躍

注：図表の横軸は、人材マッピングの縦軸（ルーティン⇔ノンルーティン）の数値を示している。データは2015年。
出所：米国O*netデータ、米国労働省労働統計局、国勢調査、賃金構造基本統計調査等より三菱総合研究所推計
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産官学連携をどう運用するか：人材育成の成功例 独FhG

基礎研究の知識 応用研究への移転 イノベーションを通じ
持続的な付加価値を創出

大学 産業界

学術界との強い融合
優れた科学的知見を組み合わせたニーズ主導の研究

産業のためのプロフェッショナルな研究開発

研究者とし
て研鑽

小規模
プロジェクトの
担当

大規模
プロジェクトの
リーダー

1～2年目 3～4年目 5年目～ 任期終業後
企業に転出、
研究開発部長の
立場でFhGに研
究委託

出所：三菱総合研究所

Fraunhofer
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まとめ

レジリエントで持続可能なポストコロナ社会へ

人財が変革の担い手となるとともに、
成果の果実を人々が享受し、ウェルビーングも向上

デジタル技術の進展は「人材のミスマッチ」を拡大
ポストコロナ社会を見据えた人材戦略を
失業なき労働移動（リスキリングやキャリアシフト）に向けた施策へ

企業は経営戦略と連動した人材戦略を


